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 2004 年８月、所長、事務局長、大矢根、嶋根所員の４人で中国社会科学院「都市発展と環境

研究センター」を訪問し、黄平国際合作局長、牛鳳瑞都市発展と環境研究センター主任と会見

し、社会科学研究所と中国社会科学院の学術交流のあり方について話し合った。そこから 2004

年度春季合宿研究会の準備が始まった。2004 年の秋には、「都市発展環境研究センター」所員

李国慶氏と柴田所長の間でメールのやりとりが繰り返され、全体の構成が決まっていった。な

お、李氏は日本留学の経験があり、日本社会研究者でもあって、日本語は非常に流暢である。 

 こうした交渉と並行して 2004 年の夏休み明けから社研プロジェクトとしての研究会も開き

始めた。春季合宿研究会（北京）を実施する前の段階で行った研究会は以下のとおりである。 

(1) ９月 21 日(火) 16 時 00 分～18 時 00 分 生田社研会議室 

テーマ：中国の国家戦略の展望－中国の戦略トレンド－ 

報告者：松田康博氏(防衛研究所主任研究官） 

(2) 10 月 19 日(火) 16 時 00 分～18 時 00 分 生田社研会議室 

テーマ：「新中間層」の台頭と社会構造の変化 

報告者：徐 向東氏（日経リサーチ主任研究員、本学兼任講師） 

(3) 11 月 16 日(月) 16 時 00 分～18 時 00 分 生田社研会議室 

テーマ：中国経済の国際化 

報告者：大橋英夫所員 

(4) ３月３日（木） 15 時 00 分～17 時 00 分 生田社研会議室 

テーマ：北京のコミュニティ類型と近隣関係の特質 

報告者：李 国慶（中国社会科学院・都市発展と環境研究センター研究員） 

 特に４回目の研究会は、交渉役の李国慶氏が来日した機会に報告を依頼し、当日は合宿研究

会参加予定者への説明会も行った。 

 2005 年に入ってから、参加者を募ったところ、合計 26 名のグループとなった（別添資料「参

加者名簿」参照）。 

 春季合宿研究会の概要は次のようなものである。 

 日程：３月 13 日（日）出発－３月 18 日帰国。従って実質４日間の滞在期間中、初めの２日

間を研究会に使い、３日目を企業訪問と北京市居住地の見学（２グループに分ける）、そして４

日目は基本的に自由ということにした。もっとも４日目は、北京市内胡同巡りと明の十三陵お
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よび万里の長城見学（６名参加）の二つのオプションを用意し、希望者はそれに自費参加する

かたちをとった。 

 研究会に２日もかけたのは、報告者の人数が多くなったからである。事前交渉過程で中国社

会科学院の方で８人の報告者をたてるということになり（実際には７人になった）、社研の側も

それに釣り合うように最低４人は報告者をたてることになったからである。 

 以下、日程に沿った行動を報告する。 

 

３月 13 日（日）18：10 発ノースウェスト機で北京発 

全国婦人連合会経営の「好苑建国商務酒店（JIANGUO GARDEN  HOTEL）」宿泊（一人一泊朝食

付きで 50 ドル） 

 

３月 14 日（月）中国社会科学院にて研究会 

①李 春玲（中国社会科学院・社会学研究所副研究員） 

「中国の社会成層と社会移動」 

②町田俊彦（社会科学研究所所員） 

「中央・地方の財政関係－日本と中国－」 

③唐 均（中国社会科学院・社会学研究所研究員） 

「中国の社会福祉政策と高齢化福祉」 

④牛 鳳端（中国社会科学院・都市発展環境研究センター主任） 

「中国の都市再開発の現状と政策」 

⑤大矢根淳（社会科学研究所所員） 

「中国北京胡同・四合院のイノヴェーション」 

⑥李 国慶（中国社会科学院・都市発展環境研究センター副研究員） 

「北京のコミュニティ類型と近隣関係の特質」 

 

３月 15 日（火）中国社会科学院にて研究会 

①孫 烈（中国社会科学院・世界経済政治研究所研究員） 

「中国経済のグローバル化と世界経済への影響」 

②大橋英夫（社会科学研究所所員） 

「中国経済のグローバル化」 

③越 英（中国社会科学院・工業経済研究所研究員） 

「中国の産業構造の変容」 
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④張 浩川（社会科学研究所所員） 

「中国中小企業の国際化」 

⑤張 翼（中国社会科学院・人口労働経済研究所研究員） 

「中国の労働問題」 

⑥佐島直子（社会科学研究所所員） 

「中国の戦略文化－ケン・ブースの手法－」 

 別添資料の日程表とは若干のずれがある。第一に黄平国際合作局長は欠席し、中国側の報告

者はその結果、７人となった。第二に日程表では中国側報告者の名前が分からなかった部分が

あるが、実際には上記の人物である。 

 なお、３月 14 日夕には、中国社会科学院の招待による歓迎宴が開かれ、３月 15 日夕は専修

大学社会科学研究所の側からの答礼宴が開かれ、相互の友好を確認しあった。 

 

３月 16 日（水） 

 当日は、テーマ別にグループを二つに分けて行動した。一つは企業訪問であり、もう一つは

現在の北京市内の地域的コミュニティ視察である。 

 企業訪問グループは、北京外語大学・北京日本学研究中心の宋金文副教授に加わってもらっ

た。参加者は柴田、佐島、村上、加藤、熊野、水川、笠原、大橋（午前中のみ）、施（午前中の

み）の９名である。 

 準備段階で、中国社会科学院に訪問先を紹介してもらうことになっていたが、なかなか決ま

らず、北京に着いてやっと訪問先が決まるという事情もあり、参加者はもう一つのグループよ

り少なかった。 

 午前中、予定されていたのは「同仁堂」という漢方薬メーカーの工場見学だけであった。し

かも通常の見学コースを歩くだけだったので、ごく短時間で終了した。この工場は北京市の南

東に位置し、北京市の中心部からは 16 ㎞あまり離れた「北京経済技術開発区」の中にある。工

場見学の後、この開発区の「総合管理事務所」に立ち寄り、アポイントメントもないままに事

務所にこの開発区の説明をお願いしたところ、管理委員会外事主管「李中州」氏が快く引き受

けてくれた。李氏から、1991 年開設以降の同開発区の経緯と現状そして今後の計画について説

明を受けることが出来た。これは大きな収穫だった。 

 午後は、予定通り「北京富士通系統行程有限公司」を訪問した。これは日本国際交流基金北

京事務所長の藤田安彦氏のお世話によって実現した。対応してくれたのは北京富士通の「総経

理」松下裕信氏である。松下氏は 1992 年から事業を開始したこの会社の事業展開や、北京現地

での従業員に対する労務管理の現状について説明してくれた。 
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 北京市内の企業訪問グループは、午前中に高層住宅街道委員会・居民委員会を訪問し、新し

い地域コミュニティの実情を視察した。午後は菊児胡同を訪問し新旧の四合院を訪問してその

居民委員会で現状を尋ねた。北京の地域コミュニティ事情に関しては３月 14 日の研究会で李国

慶氏と大矢根所員が報告をしているので、参加者の関心は高く、企業訪問を予定していたメン

バーの何人かは、こちらに移動したので、予定より多くなった。参加者は、井上、土方、儀我、

町田、溝田、内田、嶋根、福島、米田、殿村、田中、大矢根、金子、アブドワイット、原田、

張の 16 名である。 

 この後、夕刻より、北京外語大学内の日本学研究中心に両グループのうち希望者が立ち寄り、

日本学研究の学生（大学院生）と交流を行った。このとき、事前に北京に来ていた吉田雅明所

員がこの交流会に加わった。なお、日本学研究の学生たちはすでに３月 14、15 日の社会科学院

内での研究会にも 10 人あまりが出席しており（その中の一人は佐島所員の報告の際に通訳をお

願いした）、全く初めて顔を合わせるわけではなかった。この交流会では吉田、金子、嶋根所員

が「複雑系社会理論」のレクチャーを行い、のち歓談した。 

 

３月 17 日（木） 

 この日は、基本的に自由行動とした。ただ、オプションとして北京市内胡同巡りと万里の長

城（途中に明の十三稜）見学を用意し、希望者は自費でそれぞれに参加した。出発前の待機中、

中国社会科学院都市発展と環境研究センター主任の牛鳳瑞氏と副主任陸氏がホテルを訪問して

くれ、所長、事務局長らと歓談した。 

 夕刻、全員で反省会を開き、今後さらに中国研究プロジェクトを充実していくことを相互に

確認しあった。 

 

中国社会科学院前にて 
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中方参会人員

序号 ��冖ﾂ�単位 佇��ﾈ��

1 凉ｹz��国防合作局 兀ｸｼy.ｲ�

2 从ﾘ����城市友展与野境研究中心 偃YD:HﾊHｸh蹴�

3 亂zH��世界姪所与政治研究所 侈Hｸh蹴�

4 亢阯��工並経済研究所 侈Hｸh蹴�

5 �7ﾙx2�人口与帝劫経済研究所 侈Hｸh蹴�

6 �8)Z��社会学研究所 侈Hｸh蹴�

7 凉ｸ�~b�社会学研究所 兀ｸﾊHｸh蹴�

8 亅��i[ﾒ�城市友展与野境研究中心 兀ｸ益D2�

9 凉ｸﾙ����城市友展与野境研究中心 兀ｸﾊHｸh蹴�

10 凅杏ﾘ羽�城市友展-5坪境研究中心 侈Hｸh蹴�

ll ��Ygｹgﾒ�城市友展与野境研究中心 侈Hｸh蹴�

12 凉ｸ鬩9��城市友展弓師境研究中心 兀ｸﾊHｸh蹴�

13 冖)tR�城市友展与野境研究中心 兀ｸﾊHｸh蹴�

14 兔ｨ��Tb�城市友展弓師境研究中心 兀ｸﾊHｸh蹴�

15 凉ｸ墺�城市友展与野境研究中心 傚XﾊB�

16 �ﾘ箸�城市友展与蹄舞研究中心 傚XﾊB�

専修大学社会科学研究所春季合宿研究会

参加者名簿(2005年春)

名節 傀ｩ���雫攻 估B�

1 估inﾈﾘIu��名誉教陵 �-俐�r�研究参与 

2 ��:�ﾔｸ蕀��名誉故障 �?ｩgｸﾆ��｢�研究参与 

3 �H�9uB�名誉教陵 佝��ﾙ��研究参与 

.4.. ��ﾙ_ｹ]ｲ�名誉教陵 停 �uｩ� 究参与 

5 亰h曵�8自��名誉教陵 佝�8ｧr� 究参与 

6 �*ﾉ68�)Tb�経済学部 俥��ﾘｧr 教授 

7 ��ｨ�8�(樞�経済学部 倆�檍輅�ｨ譴�教陵 

8 �>�68ﾔ��経済学部 佝��ﾙ��教授 

9 侏I69H餮b�経済学部 俥��ﾘｧr�教授 

10 ��XｻH��Wb�経済学部 �4�5x4�ﾆ����教陵 

ll ��Y�ﾈ Rﾒ�経済学部 �y�鞍��� .教陵- 

12 俚)8rﾙ+ﾈ���経済学部 �ﾝｹ�ﾘ��ｧrr 助教授 

13 �69(i{)Eb�経済学部 俥��ﾘｾ�uｩ�ﾘﾟB�教授 

14 亳y68椹k��経済学部 仗��8ﾆ��x譴�教授 

15 �$ﾈ4�7X6�8�48686r�経済学部 �&饑ｸﾞ��ﾘｧr�大学院(博) 

16 倡ｸｽ�db�経済学部 �4�5x4�ﾆ����大学院(博) 

17 俟�6 ﾘﾎ��経営学部 苓ｮ仂hﾆ��I��教綬 

18 坪ｧﾘﾋI�ﾈ自��経営学部 侏ｸｼﾘｮ仂hﾆ�9��教授 

19 ���*8ﾕ��ﾂ�経営学部 �(h抦ｮ仂i��助手 

20 �6��｢餽�ﾒ�商学部 傅Hｼh譴�教授 

21 �8移ｨﾘ靂��-~文学部 俚��9[h峇�教授 

22 們I68ﾔ�r�文学部 刋ｩ:ﾘ��檍ｧr�､敦陵 

23 兀�8xｶ����文学部 �?�78�8ｬ(ｺｸｧr��教授 

24 仞���vﾙEb�文学部 �4隗r�教陵 

25 兔I68ﾋR�文学部 �&闔hﾊHｸb�教授 

26 ��Yn靺ｨ��文学部 豫(ｺｸ��檍ｧr�助敦陵 
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